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市政運営の基本的な理念

　多くの皆さまの声を聞き、津市
のまちづくりを進める上での主な
施策を「市民の命を守る」「市民
の心をつなぐ」「市民のくらしを
創る」とし、早急に取り組んでま
いります。

「命を守る」取り組み
　東日本大震災は、多くの尊い命
を奪うという事態をもたらし、原
子力発電所の事故は、そこに住む
皆さまの日常生活を一変させてし
まいました。被災地の一日も早い
復興を心から願うとともに、これ
までの想定を超えた災害にも動じ
ることのないまちづくりを進めて
いくことが、市民の皆さまの幸せ
につながるものとあらためて痛
感いたしました。

　このため、地震、津波に限らず
台風などの自然災害時に、市民の
皆さま一人一人が安心して行動
できるよう、津市地域防災計画の
抜本的な見直しを行ってまいりま
す。例えば、津波発生時の一時的
な避難場所として、中高層の堅牢
な建築物を活用できるよう、所有
者の皆さまへ
協力をお願い
し、協議が整
い次第、速や
か に 、か つ 、
段階的に避難
場所としての
指定を行って
まいります。

  

　これとともに、自治会や自主防
災会の皆さまと地域における避
難の在り方について十分な協議
を行い、災害時の避難経路の確立
を目指してまいります。さらに、津
波や高潮対策の大きな砦となる
海岸堤防の整備については、一日
も早く完成できるよう、国、県に働
きかけてまいります。

　次に、搬送先の病院が決まらず
動き出さない救急車の問題であ
ります。重症患者の方を搬送する
ことができず、取り返しのつかな
い事態になることは何としても避
けなければなりません。これまでも、
三重大学における救命救急センター
の設置や、三重県を中心に、傷病
者の搬送および受け入れの実施
に関する基準が策定されるなど
の取り組みが行われてきたところ
であり、ご尽力いただきました関
係機関の皆さまにあらためてお
礼申し上げます。
　今後は、こうした成果を十二分
に生かし、迅速な救急搬送により、
皆さまの尊い命を確実に守れる
よう、地域医療に関わる方々との
より一層の連携強化を図ってまい
ります。これとともに、24時間フリー
ダイヤルの救急相談を開設する
ことにより、急病時における市民
の皆さまの不安解消を図ると同
時に、救急車の適正利用と、一次
救急、二次救急、三次救急の適切
な受け入れ体制の確保につなが
るよう、鋭意取り組んでまいります。

「心をつなぐ」取り組み
　地域社会を支えてきたものは、
それぞれの地域の日常生活の中
で継承されてきた文化と風土、そ
して、支え合いの心であります。 
　少子化、高齢化などに伴う社会
構造の変化の中で、ともすれば、
地域を支えてきた心が忘れ去ら
れることが懸念されています。し
かし、こうした時代であるからこそ、
支え合いの心を守り、さらに、地
域が持つ価値を発見し、高めてい
くための基盤づくりが必要です。
　このためには、例えば、それぞ
れの地域において、地域審議会な
どの既存組織の活用も念頭に、皆
さまの声をしっかりと反映し、自
らが主体となったより満足度の高
い地域振興活動ができる仕組み
づくりを進めると同時に、それぞ
れの地域の立場に立った市民サー
ビスが提供できるよう、職員の意
識改革にも努めてまいります。
 また、高齢者が地域から孤立す
ることなく安心した生活ができる
よう、高齢者の見守りを行う「生活・
介護支援サポーター」の育成や地
域支え合い体制事業を推進する
とともに、施設サービスが必要な
介護度の高い高齢者については、
できる限りスムーズな入所ができ
るよう、本年度に策定します「介
護保険事業計画」などを通じ、特
別養護老人ホームなどの施設整
備を促進してまいります。
　さらに、福祉分野のみならず、
防災、教育、文化活動など「地域
を守り良くしていこう」という市
民の皆さまの諸活動の促進に努
めてまいります。

　
　「津のまちを良くしていこう」、
この市民の皆さまの思いに迎えら
れ、県都津市、郷土津市の市政を
担わせていただくこととなりました。
　皆さまの負託に応え、その思い
を現実のものとすること、これが、
私に与えられた使命であり、持て
る力の全てを市政に傾注してま
いります。
　平成18年1月、それぞれの歴史
を積み重ねてきた2市6町2村が、
新たな津市としてのスタートを切っ
てから5年が経過いたしました。
合併前の10市町村の発展に尽力
されてきた多くの先人の崇高な
努力と、合併後の津市のまちづく
りを支えてこられました議員各位
をはじめ市民の皆さまに深く敬意
を表します。
　合併後のまちづくりの効果、そ
れは、一朝一夕に形となって現れ
るものではありません。
　しかし、合併前からの懸案であ
りました新最終処分場や新斎場
の建設、合併による特例措置の期限、
また、早急な見直しが迫られてい
る危機管理などを考慮いたしま
すと、今後4年間のこの時期は、新
しい津市の基盤を形づくるととも
に、自立した行政を展開していく
ための行財政能力を整える上で
極めて重要な時期になると考え
ており、その重責に身の引き締ま
る思いです。
　緑の山々と青い海、長い歴史の
中で培われた多様な風土、県内に

おける経済・教育・文化活動の拠
点など、さまざまな資源を兼ね備
えた津市は、県都として持続的に
発展するに足る潜在的な力を有
しているものと考えています。そ
して、生まれ育ったこの地を肌で
感じ、あらためて、その思いを強
くしました。
　「郷土津市のために尽くすこと」
これが、私の初心です。愛着と誇
りを胸に、津市が持つこうしたポ
テンシャルをさらに高めていくこ
とで、未来に誇れる津市を創造し
てまいります。

　我が国は、低迷が続く経済、高
齢化、少子化、グローバル化など
多くの課題を抱えています。慢性
的なデフレ構造が続く経済情勢と
ともに、生産年齢人口と年少人口
が減少する一方で老年人口が増
加する傾向は、福祉、医療、介護な
どの社会保障制度の改革はもと
より、雇用、消費などに関わる社
会経済システム自体の変革をも
たらしています。また、3月11日に
発生いたしました東日本大震災は、
防災対策の在り方とともに、まち

づくりの在り方をも大きく変えよ
うとしています。　
　これらは、紛れもなく私たちの
日常生活に直結する大きな課題
です。決して、先送りできるもの
ではありませんし、他力本願の姿
勢だけで解決するものでもありま
せん。　
　「私たちが住み、生活していく
地域」を「自らが主体となって」、「自
然と向き合いながら」どのように
つくり、どのように後世に引き継
いでいくのか、今一度、自治の原
点に立ち返ることが求められて
いると考えます。
　そのためには、市民の皆さまと
手を携え、共に考え、共に汗をかき、
生活に直結する課題を一つ一つ
着実に解決することが必要ですし、
さらに、市民の皆さまとともに、津
市の良さを発見し、創造し、育て
ていくことこそが、将来を見据え
たまちづくりを進める上で最も大
切なことであり、それが、高い文
化と品格を備えた都市の創造に
つながるものと確信しています。
　「対話と連携」による「風格の
ある県都・津市」の創造。これが、
私のまちづくりの原点であります。

所信表明所信表明
　6月13日、本年第2回津市議会定例会の開会に当たり、
前葉泰幸市長が所信表明を述べました。
　所信表明では、市政運営における基本的な考え方や重点
的な取り組み内容などが示されました。
　広報津ではその主な内容を掲載しています。
　なお、所信表明の全文については、津市ホームページでご
覧いただけます。
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